
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7日から 10日までの間、多目的ホールにて資料展を行いました。 

江戸時代の城下絵図、明治から昭和にかけての会津の街並みや自然を写したガラス写真や絵はがき

など当館の所蔵資料をはじめ、本市が所蔵する美術作品の中から本市ゆかりの画家による鶴ヶ城や

磐梯山などを描いた絵画など約 230点の古写真、絵葉書、掛軸、絵画を展示しました。 

期間中のべ 1,453人の方が来場され、大変盛況のうちに終了しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 2９年 1 月 10日 No.２０  

会津図書館 編・発行

℡0242-22-4711 
会 津 図 書 館 だ よ り 

 

展示コーナーのお知らせ 

◆温まる本◆ 

「人を寒い冬は本を読んで温まってみませんか？  

体温を上げる料理や室内でできるスポーツ、編み物、 

読んでほっこりする物語など、心と体を温める本を 

展示しています。  

 
 

 

◆古写真・絵はがきで見る日本の歴史◆ 

幕末から昭和にかけて撮影された日本各地の 

風景、人物、城、駅舎など貴重な写真・絵はがき 

を収録した図書を展示しています。 

 

期間：１２月１日（木）～２月５日（日） 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

   

                     

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３回会津ビブリオバトルを開催しました！ 

昨年１２月２３日に會津稽古堂多目的ホールで、第３回会津ビブリオバトル(知的書評合戦)を

行いました。一般公開とした決戦では、中学生３名、高校生３名が発表し、約６０名の方が観

戦・投票し、下記のチャンプ本を決定しました。 

 

★ビブリオバトルとは？ 

「人を通して本を知る、本を通して人を知る」をキャッチコピーに日本全国に広がっている、

本の紹介コミュニケーションゲームです。  

 

チャンプ本 
○中学生の部 第五中学校 山田 優芽さん紹介の 

『くちびるに歌を』 中田 永一/著 小学館 

○高校生の部 葵高校 一ノ瀬 彩香さん紹介の 

『殺人現場は雲の上』 東野圭吾/著 光文社 

★ビブリオバトルとは？ 

「人を通して本を知る、本を通して人を知る」をキャッチ

コピーに日本全国に広がっている、本の紹介コミュニケー

ションゲームです。 

一人一人がおすすめの本を紹介していき、一番読みたくな

った本に投票し、チャンプ本を決定します。 

バトルで紹介された本を手書きの紹介文と合わせて

ティーンズコーナーにて展示しています。 

3月末まで展示の予定ですので、ぜひご覧ください。 

「若い人に贈る読書のすすめ」（2016・2017） 

一般ミニ展示コーナーでは[読書推進運動協議会]のパンフレット 

に掲載されている本を展示しています。 

成人・卒業と、長い大人の入口に立ったみなさん、読書は今後の 

人生が有意義で楽しく心が豊かになるように導いてくれるものに 

なるかもしれません。そんなきっかけになる本との出会いがある 

ことを願います。 

 

期間：１月～３月末 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●『おばちゃんたちのいるところ』 

松田 青子∥著 中央公論新社 F/マ 

八百屋お七や播州皿屋敷のお菊など、嫉妬や憎しみを 

抱きお化けになった彼女達が現代女性の悩みを晴らす！ 

女性の活力に満ちたユニークな短編集。 

 

●『山猫珈琲 上巻』 

湊 かなえ∥著 双葉社 914.6/ミ/1 

デビューから 10年を振り返る。朝日新聞、神戸新聞、日

経新聞などに連載された湊かなえのエッセイ集。 

同郷のポルノグラフィティの歌をイメージした掌編小説

も特別収録。 

 

●『さまよえる古道具屋の物語』 

柴田 よしき∥著 新潮社 F/シ 

さかさまの絵本に持てないバケツ、役に立たない物ばかり

を売りつける店主。奇妙な品に支配され、翻弄される客達。

人生の岐路に現れる奇妙な古道具屋の目的とは…？ 

 

●『ストーリーで人を楽しませる』 

百田 尚樹∥著 PHP研究所 809.4/ヒ 

雑談にも「つかみ」が必要？ベストセラー作家から 

人を惹きつける雑談術を学びます。薀蓄や失敗談、 

爆笑ネタなど明日から使える話題を紹介します。 

 

●『捨てきらなくてもいいじゃない？』 

岸本 葉子∥著 中央公論新社 914.6/キ 

「老後のためにもモノを減らしてスッキリしたい。 

けれど、これだけは捨てられない」そんなあなたに 

おすすめの一冊。本当に必要なものを考えながら、 

シンプルでゆとりのある暮らしを目指します。 

 

●『家しごとがもっと楽しくなるノート術』 

家しごとのノート研究会∥編 KADOKAWA 590/イ 

ノートや手帳の書き方で暮らしが変わる？ 

家事や子育てなどテーマごとに達人のノートをご紹介。 

あなたに合ったまとめ方がきっと見つかります。 

 

 

 

 

おすすめ！新着図書 ティーンズコーナー  

おすすめ新着図書 

『スピニー通りの秘密の絵』 

ローラ・マークス・フィッツジェラルド/著 

千葉茂樹/訳 あすなろ書房[Y/933/フ] 

事故で突然亡くなった祖父が言い残

した「卵の下を探せ」とは何を意味する

のか。13 歳の孫娘セオと友人が一枚の

絵をめぐり謎を解き明かしていく。 

『ことわざ生活 こっち編』 

 ヨシタケシンスケ/絵 あかいわしゅうご/文 

草思社 [Y/814.4/ア] 

 楽しい絵と言葉でことわざを紹介。自

分自身に関係することわざを集めた「こ

っち編」で笑いや元気をもらっちゃお

う！「あっち編」もあります。 

ティーンズ新着図書 

●『珍菌 まかふしぎなきのこたち』  

堀博美/文 城戸みゆき/絵 光文社 [Y/474.8/ホ] 

●『アメリカの大学生が学んでいる「伝え方」の 

教科書』  

スティーブンＥ.ルーカス/著 狩野みき/監訳  

ＳＢクリエイティブ [Y/809.4/ル] 

●『きみのためにはだれも泣かない』  

梨屋アリエ/著  ポプラ社 [Y/Ｆ/ナ] 

 

『わたしはイザベル』 

エイミー・ウィッティング/作 井上里/訳 

岩波書店 [Y/933/ウ] 

毒親であった両親。幼い頃から自分

を殺し殻に閉じこもるしかなかった

日々。両親の死を契機に失いかけた本

来の自分を探す、再生の物語。 



 

 

 

２月６日（月）～２月２８日（火） 
 

図書館システムの更新及び蔵書点検作業のため、上記の期間休館いたしますので、 

ご理解とご協力をお願いします。なお、期間中は地区公民館図書室をご利用下さい。 

 

返却について 

會津稽古堂正面入口横の返却ポストをご利用ください。 

CD・DVD・紙芝居・他館から借りている資料等につきましては破損の恐れがあることから 

３月１日以降カウンターにお返しいただきますようお願いたします。 

 

レファレンスサービスについて 

レファレンスサービスは休止いたしますが、期間中の文書、ＦＡＸ及びメールによる依頼に

つきましては、３月１日（水）以降順次回答いたします。 

 

新聞閲覧について 

 下記の場所で新聞をお読みいただけますので、ご利用ください。 

場所：會津稽古堂 １階 総合案内前のソファ 

時間：午前９時～午後７時 

新聞：いずれも当日分のみ 

 「朝日新聞」「読売新聞」「毎日新聞」「福島民報」「福島民友」「日本経済新聞」 

※２月２７日、２８日は會津稽古堂全館休館のため利用できません。 

 

学習スペースについて 

 学生の方のみ利用ができます。 

時間：午前９時～午後５時 

※２月２７日、２８日は會津稽古堂全館休館のため利用できません。 

 

 

◆ 臨 時 休 館 の お 知 ら せ ◆ 


